
スポーツキッズサポーター基金　トップアスリート講演会並びにスポーツキッズサポーター基金　トップアスリート講演会並びに
スポーツコミッションみなまた（仮称）設立にかかるキックオフシンポジウムスポーツコミッションみなまた（仮称）設立にかかるキックオフシンポジウム

１０月１０日　市総合体育館１０月１０日　市総合体育館
東京２０２０パラリンピック　競泳メダリスト東京２０２０パラリンピック　競泳メダリスト

富田　宇宙富田　宇宙　　選手選手（日本体育大学大学院、EY（日本体育大学大学院、EY　　JAPAN　所属）JAPAN　所属）

第89号
令和３年11月１日



専決処分により承認、可決された補正予算･条例など専決処分により承認、可決された補正予算･条例など
９月定例会の報告９月定例会の報告

【令和３年度会計別補正予算】 （千円）

会　計　名 補　正　額 補正後の額

一般会計（第７号） （専決） １５，０００ １７，８４８，６６１

一般会計（第８号） １１３，４７２ １７，９６２，１３３

国民健康保険（第２号） １０４ ３，７７９，６７２

介護保険（第２号） ６８，６２６ ３，９１８，２５３

病院事業（第１号） （資本的収入） ９７，４６６ ４００，９５０

病院事業（第１号） （資本的支出） ９７，４７１ ９９２，５８２

現
行
の
条
例
改
正

現
行
の
条
例
改
正

総
務
産
業
委
員
会

●
水
俣
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
３
年
度
水
俣
市
組
織
機
構
改
革
で
の
「
総

務
企
画
部
」
地
域
振
興
課
設
置
に
伴
い
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
の
事
業
に
つ
い
て
地
域
世
代
間
交

流
を
含
め
総
合
的
に
対
応
す
る
た
め
、
所
管
を

「
福
祉
環
境
部
」
か
ら
「
総
務
企
画
部
」
へ
改
め

る
も
の
で
す
。

●
新
庁
舎
へ
の
移
設
に
伴
う
電
子
計
算
費９

９
０
万
円

新
庁
舎
へ
の
機
器
移
設
に
伴
う
委
託
料
等
で
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
誘
致
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
印
刷
費

１
０
０
万
円

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
設
立
に
向
け
て
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
等
を
行
う
た
め
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
も
の
で
す
。

●
農
業
施
設
災
害
復
旧
工
事
費
　
　
　
７
４
０
万
円

●
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事
　
５
８
５
０
万
円

厚
生
文
教
委
員
会

●
水
俣
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

委
員
の
任
期
を
年
度
に
合
わ
せ
る
た
め
、
第
４

条
第
１
項
中
「
２
年
」
の
次
に
「
以
内
」
を
加
え

る
も
の
で
す
。

総
務
産
業
委
員
会

●
仮
庁
舎
プ
レ
ハ
ブ
リ
ー
ス
料
他
　
　
１
０
２
万
円

新
庁
舎
建
設
の
工
期
延
長
に
伴
い
、
仮
庁
舎
の

リ
ー
ス
料
を
１
カ
月
間
延
長
す
る
も
の
で
す
。

主

な

補

正

主

な

補

正

厚
生
文
教
委
員
会

●
松ま
つ

本も
と

眞し
ん

一い
ち

同ど
う

朋ほ
う

奨
学
基
金
積
立
金

２
０
０
０
万
円

葛
渡
出
身
の
故
松
本
眞
一
氏
の
ご
遺
族
よ
り
新

た
に
寄
付
さ
れ
、
同
朋
奨
学
金
の
積
み
立
て
に
あ

て
る
も
の
で
す
。

●
医
療
セ
ン
タ
ー
器
械
備
品
購
入
費

９
７
４
７
万
円

画
像
読
影
支
援
シ
ス
テ
ム
等
の
購
入
に
係
る
も

の
で
す
。
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総
務
産
業
委
員
会

●
生
態
系
に
配
慮
し
た
渚
造
成
整
備
（
護
岸
そ
の

４
）
工
事

工
事
内
容　

鋼
矢
板
設
置
工
事
、
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

工
事
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
工
事
、
基
礎

捨す
て

石い
し

設
置
工
事
、
被ひ

覆ふ
く

石い
し

設
置
工

事
、
大
型
土
の
う
設
置
工
事

工
事
場
所　

水
俣
市
塩
浜
町
地
先

契
約
金
額　

４
億
５
１
０
０
万
円

契
約
先　

坂
田
・
坂
口
・
徳
南
特
定
建
設
工

事
共
同
企
業
体

代
表
者　

坂
田
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役　

坂
田
圭
一

工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
請
負
契
約
の
締
結

総
務
産
業
委
員
会

●
水
俣
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
　
　
　（
令
和
３
年
度
〜
令
和
７
年
度
）

●
令
和
２
年
度
水
俣
市
水
道
事
業
会
計
決
算
及
び

剰
余
金
処
分
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
水
俣
市
公
共
下
水
道
事
業
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
水
俣
市
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定

及
び
余
剰
金
処
分
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
水
俣
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
水
俣
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
水
俣
市
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

（
そ
れ
ぞ
れ
継
続
審
査
）

厚
生
文
教
委
員
会

●
地
方
た
ば
こ
税
を
活
用
し
た
分
煙
環
境
整
備
に

関
す
る
陳
情
に
つ
い
て
　
　
　
　（
継
続
審
査
）

議

決

事

件

議

決

事

件

陳

情

陳

情

そ

の

他

そ

の

他

議案の審議結果

会派 真志会
自由民主党

自民会派
無限21 日本共産党

市政創造

クラブ

公
明
党 結

　
　
果

議

員

名

真
野　

頼
隆

木
戸　

理
江

小
路　

貴
紀

桑
原　

一
知

谷
口　

明
弘

松
本　

和
幸

岩
村　

龍
男

田
口　

憲
雄

田
中　
　

睦

杉
迫　

一
樹

藤
本　

寿
子

高
岡　

朱
美

平
岡　
　

朱

岩
阪　

雅
文

渕
上　

茂
樹

牧
下　

恭
之

賛
否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 否 賛 賛 賛 賛 議長 原

案
可
決

討
論

（反対討論）

●今年度の予算が４億5,702万円の内、市債が３億3,890万円。市民生活において緊急に必要な事業で

はなく、財政硬直化を招く事業である。市民からは、国土交通省に公有水面埋め立て許可の処分

取り消しを求める行政不服審査請求が提出されている。

賛 否 の 分 か れ た 議 案
工事請負契約の締結について
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《現行の条例改正》
●水俣市議会委員会条例の一部を改正する条例

議会運営委員会委員の定数を６人から８人以内に改正するものです。

議会運営委員会（定数８人以内）

所管事項 正副委員長 委　　　員

議会運営、議会の会議規則、
一般質問事項、委員会条例
等、議長の諮問に関すること

（正）岩村　龍男 高岡　朱美 藤本　寿子 松本　和幸

（副）小路　貴紀 桑原　一知 岩阪　雅文

※下線部が追加選任

《特別委員会》
●一般会計決算特別委員会を設置（定数７人）

所管事項 正副委員長 委　　　員

令和２年度水俣市一般会計 
決算認定について

（正）岩阪　雅文 平岡　　朱 藤本　寿子 松本　和幸

（副）桑原　一知 杉迫　一樹 谷口　明弘

《会派構成の変更》
●８月２日付けで会派の見直しが行われました。

会　派　名 会派代表者名 所　　属　　議　　員

真 志 会 真　野　頼　隆
谷　口　明　弘 小　路　貴　紀

桑　原　一　知 木　戸　理　江

自 由 民 主 党
自 民 会 派

松　本　和　幸 岩　村　龍　男 田　口　憲　雄

無 限 ２ １ 田　中　　　睦 藤　本　寿　子 杉　迫　一　樹

日 本 共 産 党 高　岡　朱　美 平　岡　　　朱

市政創造クラブ 岩　阪　雅　文 渕　上　茂　樹

公 明 党 牧　下　恭　之

岩阪雅文議員（旧：自由民主党自民会派）、渕上茂樹議員（旧：誠心会）が新会派「市政創造クラブ」を結成
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＊各常任委員会で交わされた主な質疑の内容です。

厚生文教 総務産業正）桑原・牧下・杉迫・岩村
副）松本・高岡・藤本・谷口

正）小路・田中・渕上・真野
副）田口・平岡・木戸・岩阪

（９月定例会）
条例の一部改正１件、補正予算４件、
陳情１件（継続）

●議第76号　令和３年度水俣市一般会計補正予算
第８号中付託分について

質疑―松
まつ

本
もと

眞
しん

一
いち

同
どう

朋
ほう

奨学制度の奨学生で卒業した
人はいるのか

答弁―これまでの受給決定者は18人おり、その内
訳は４年制大学12人、６年制大学２人、短
期大学２人、高等専門学校１人、専門学校
１人となっている。この奨学制度は平成27
年度から始めているので、卒業している人
もいる。

質疑―松本眞一同朋奨学制度は、設立時に５千万
円、また新たに２千万円を寄附していただ
けるということだが、これまで感謝状等を
授与したことはあるのか。また市報等でこ
の奨学制度が創設された経緯や、御本人の
功績を紹介する特集を組むとか、奨学制度
の実績等を市民にお知らせしてはどうか

答弁―初回に寄附していただいたときは感謝の意
を込めて、感謝状の贈呈及び市表彰の善行
章を授与させていただいた。現在は市の
ホームページで御本人の紹介や奨学制度の
実績も紹介させていただいている。今回、
追加の寄附をいただくのを機に、新たに市
政功労章の授与も検討しているところであ
り、本奨学制度について市報でもさらに紹
介させていただこうと考えている。

●議第78号　令和３年度水俣市介護保険特別会計
補正予算第２号について

質疑―介護保険料の低所得者への優遇措置を受け
られる範囲は

答弁―生活保護受給者や非課税世帯で、その前年
所得等により３段階に分けられている。

（９月定例会）
専決処分の報告及び承認１件、条例の一部改正１
件、補正予算１件、その他の議決事件１件、契約
の締結１件

●議第74号　水俣市ふれあいセンターの設置等に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

質疑―福祉環境部から総務企画部に所管を変更し
た理由は

答弁―これまでは市民と直接接する場であること
から市民課所管としていたが、先の組織機
構改革による地域振興課の新設に伴い人員
配置を見直した。地域振興事業に関して総
合的な取り組みを行い、地域の活性化を図
るため、そのひとつとしてふれあいセン
ターの業務を地域振興課へ移管したい。

●議第76号　令和３年度水俣市一般会計補正予算
第８号中付託分について

質疑―地域特産物産地づくり支援対策事業について、
お茶農家への補助対象要件及び受益戸数は

答弁―１件あたりの受益戸数が３戸以上で補助対
象となり、乗用型茶園管理機の導入につい
ては３戸、寒

かん

冷
れい

紗
しゃ

については４戸の農家か
ら申請があっている。

質疑―補助金申請の流れは
答弁―４月以降に県から要望調査があり、本市か

らＪＡを通して各農家に照会をかけ、希望
する農家が３戸以上で組合を作り、本市に
申請をしてもらう流れで進めている。

質疑―スポーツコミッションの概要は
答弁―スポーツに関するイベント、大会及び合宿

等の誘致を行っている団体や個人並びに観
光関係の団体等が連携する組織を設立し、
さらなる誘致の促進と、宿泊や飲食等の利
用拡大を図ることで、交流人口の増加や地
域経済の活性化につなげていく。

質疑―スポーツ合宿等誘致用パンフレットに関す
る作成方法や内容及び配布先等は

答弁―誘致団体・個人・商工会議所や観光物産協
会等と協議をしながら、より経済効果を図
れる内容で作成していく。配布先について
は、スポーツコミッションの先進地である
南関町、上天草市、八代市等へ意見をうか
がいながら検討し進めていく。

●議第80号　水俣市過疎地域持続的発展計画の策
定について

質疑―法改正後の過疎対策事業債の充当率及び普
通交付税への算入率は

答弁―法改正前と同様の100％の充当率で元利償還
金の70％が普通交付税の基準財政需要額に
算入されることとなっており、変更はない。
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●真野　頼隆

１．企業支援センターについて
２．道の駅みなまた再整備について
３．スポーツコミッション設立について
４．市長任期後の再出馬について

●岩村　龍男

１．令和２年７月豪雨災害・令和３年度の豪雨長
雨について

２．公共交通の現状と今後の方向性について
３．新庁舎について

●藤本　寿子

１．新型コロナウイルス感染対策について
２．風力発電所建設計画を含む、再生可能エネル
ギーの諸問題について

３．映画「ＭＩＮＡＭＡＴＡ」について

●平岡　朱

１．大規模風力発電計画について
２．誰もが安心して利用できる生理用品の設置に
ついて

３．「ヤングケアラー」への支援の取り組みにつ
いて

●杉迫　一樹

１．登下校時にみなくるバスの利用が必要な児童
生徒の状況改善及びスクールバスの有効活
用等について

２．市内小中学校の校舎等設備の改修・修繕状況
及び今後のバリアフリー環境整備について

３．パラスポーツ振興について

●高岡　朱美

１．コロナ第５波から命を守る取り組みについて
２．交通指導員について
３．温暖化を生き抜く地域づくりについて

●木戸　理江

１．第６次水俣市総合計画第１期基本計画第５章
の、安全で安心して暮らせる生活基盤づくり
について

２．鳥獣被害とその対策について
３．インターネット光回線の整備について
４．若者や子ども達のスケートボード環境整備に
ついて

５．いじめ問題について

あなたのあなたの声声を市政にを市政に

紙面から動画にリンク
各議員の写真の下の二次元コードをスマートフォン
などで読み取ると、その議員の一般質問の動画をご
覧いただけます。
※視聴の際のデータ通信料は利用者の負担となります。
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㉄
　
ど
の
よ
う
な
企
業
支

援
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か

答　
各
種
補
助
金
の
申
請

に
係
る
支
援
や
雇
用
及
び

事
業
運
営
等
へ
の
助
言
等

を
行
っ
て
い
る
。
併
せ
て

専
門
家
に
よ
る
個
別
相
談

会
や
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
を
通
じ
た
支
援
も
行
っ

て
い
る
。

㉄
　
地
場
企
業
の
活
性
化

に
ど
う
貢
献
し
て
い
る
か

答　
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
で
評
価
を
得
て
い

る
。
創
業
支
援
に
関
し
て

３
件
の
補
助
申
請
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

㉄
　
地
場
企
業
同
士
の
連

携
、
協
業
の
可
能
性
は
あ

る
の
か

企
業
支
援
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

真野　頼隆　議員

（真志会）

髙岡市長まだまだ道半ば
財政再建目指し２期目へGO

答　
水
産
業
と
食
品
加
工

業
の
連
携
、
協
業
に
よ
る

商
品
開
発
に
向
け
て
、
有

利
な
補
助
金
の
獲
得
や
事

業
推
進
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

道
の
駅
み
な
ま
た

再
整
備
に
つ
い
て

㉄
　
販
売
す
る
物
品
の
品

揃
え
は
大
丈
夫
か

答　
野
菜
、
果
物
、
お
茶
、

農
水
産
加
工
品
等
に
加
え
、

花
類
や
惣
菜
、
酒
、
乳
製

品
、
和
ろ
う
そ
く
、
和
紙
、

包
丁
等
の
販
売
も
考
え
て

い
る
。

㉄
　
お
も
て
な
し
研
修
は

進
ん
で
い
る
か

答　
ス
タ
ッ
フ
の
先
進
地

視
察
及
び
接
遇
マ
ナ
ー
の

研
修
会
等
も
行
う
。

㉄
　
木
の
お
も
ち
ゃ
館
へ

の
無
料
招
待
は
い
つ
頃
を

予
定
し
て
い
る
か

答　
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
を

考
え
て
い
る
。

㉄
　
ス
タ
ッ
フ
の
制
服
を

新
調
す
る
予
定
は
あ
る
か

答　
シ
ョ
ッ
プ
エ
リ
ア
と

カ
フ
ェ
エ
リ
ア
に
分
け
て
、

異
な
る
デ
ザ
イ
ン
で
、
お

洒
落
で
機
能
的
な
制
服
を

制
作
中
で
あ
る
。

㉄
　
道
の
駅
Ｐ
Ｒ
の
た
め

に
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
作
成
す

る
考
え
は
な
い
か

答　
複
数
の
テ
レ
ビ
局
で

十
分
な
Ｐ
Ｒ
を
行
う
に
は

相
当
な
費
用
が
必
要
な
た

め
、
よ
り
低
予
算
で
効
果

的
な
広
報
・
宣
伝
を
考
え

た
い
。
例
え
ば
ド
ロ
ー
ン

で
上
空
か
ら
道
の
駅
周
辺

を
撮
影
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
紹
介
す

る
方
法
や
、
メ
デ
ィ
ア
向

け
の
内
覧
会
を
行
い
、
テ

レ
ビ
放
送
を
お
願
い
し
た

い
。

ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
設
立
に
つ
い
て

㉄
　
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
役
割
と
は
ど
ん

な
も
の
が
あ
る
か

答　
役
割
と
し
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
と
観
光
を
組
み
合

わ
せ
た
取
り
組
み
で
あ
る

「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

を
通
じ
て
市
外
か
ら
の
流

入
人
口
を
増
や
し
、
地
域

活
性
化
を
図
る
こ
と
で
あ

る
。

㉄
　
ど
の
よ
う
に
合
宿
や

大
会
を
誘
致
す
る
考
え
か

答　
現
在
、
大
会
や
合
宿

等
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て

い
る
団
体
、
個
人
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
、
更
な
る
大
会
の

誘
致
を
図
り
た
い
。

市
長
任
期
後
の
再

出
馬
に
つ
い
て

㉄
　
市
長
就
任
１
期
４
年

間
の
成
果
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
評
価
す
る
か

答　
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲

げ
た
各
施
策
の
多
く
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
る
。特
に
サ
ン
・

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
閉

鎖
し
た
後
に
、
企
業
誘
致

が
２
社
で
き
た
こ
と
は
大

き
い
。
そ
れ
に
、
道
の
駅

再
整
備
事
業
で
は
数
億
円

単
位
の
事
業
費
の
縮
減
に

よ
り
、
木
の
お
も
ち
ゃ
館

を
併
設
し
た
新
し
い
ス
タ

イ
ル
に
よ
る
物
産
館
の

オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ
つ
け
、

交
流
人
口
の
拡
大
が
図
れ

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

㉄
　
市
長
は
２
期
目
に
出

馬
さ
れ
る
意
向
は
あ
る
か

答　
市
政
の
変
革
と
改
革

は
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で

あ
り
、
現
在
の
良
い
流
れ

を
止
め
る
こ
と
な
く
、
飛

躍
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
使

命
と
考
え
、
次
期
市
長
選

に
挑
戦
す
る
決
意
を
し
た
。
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㉄
　
令
和
２
年
７
月
豪
雨

災
害
の
道
路
・
河
川
・
農

業
等
の
復
旧
工
事
の
進
捗

状
況
は

答　
道
路
・
河
川
の
被
災

箇
所
全
て
の
工
事
発
注
が

完
了
し
、
４
割
程
の
工
事

が
完
了
し
て
い
る
。

農
業
等
に
つ
い
て
は
被

災
箇
所
８
割
の
工
事
発
注

を
行
い
、
４
割
の
復
旧
が

完
了
し
て
い
る
。
復
旧
を

終
え
て
い
な
い
箇
所
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
の
完
了

を
目
指
し
て
い
る
。

深
川
地
区
の
河
川
工
事

に
つ
い
て
は
、
今
年
の
梅

令
和
２
年
７
月

豪
雨
災
害
・
今

年
度
の
豪
雨
長

雨
に
つ
い
て

岩村　龍男　議員

（自由民主党自民会派）

持続可能な公共交通体系の構築を目指し
市民の皆さんが有効利用できる
交通サービスの実現へ

㉄
　
第
２
期
水
俣
市
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
に

つ
い
て
、
第
１
期
計
画
と

の
変
更
事
項
は

答　
人
口
減
少
や
日
常
生

活
に
お
け
る
自
家
用
車
の

利
用
の
高
さ
等
か
ら
、
公

共
交
通
の
利
用
は
年
々
減

少
し
て
い
る
。
単
純
に
路

線
の
拡
大
・
新
設
を
行
う

の
で
は
な
く
、
運
行
サ
ー

ビ
ス
の
効
率
化
や
公
共
交

通
網
の
維
持
や
利
便
性
の

向
上
を
図
る
。

公
共
交
通
の
現
状
と

今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て

㉄
　
新
庁
舎
の
供
用
開
始

は
年
内
に
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
業
務
開
始
等
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答　
第
１
段
階
と
し
て
、

仮
庁
舎
に
入
居
し
て
い
る

部
署
が
、
令
和
３
年
12
月

20
日
か
ら
業
務
を
開
始
す

る
予
定
で
あ
る
。

次
に
、
第
２
段
階
と
し

て
新
館
・
公
民
館
分
館
等

に
入
居
し
て
い
る
部
署
が

12
月
27
日
か
ら
業
務
を
開

始
す
る
予
定
で
あ
る
。

㉄
　
新
庁
舎
建
設
に
関

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
各
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
の
方
た
ち

へ
の
内
覧
会
の
場
を
設
け

る
考
え
は
な
い
か

答　
内
覧
会
の
場
を
設
け

た
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

開
催
方
法
や
時
期
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

新
庁
舎
に
つ
い
て

雨
時
期
の
豪
雨
に
よ
り
被

害
が
拡
大
し
た
た
め
、
可

能
な
限
り
早
急
な
復
旧
を

行
う
が
、
令
和
４
年
度
に

復
旧
完
了
予
定
で
あ
る
。

㉄
　
今
年
度
の
豪
雨
・
梅

雨
時
期
・
８
月
の
長
雨
で
、

県
道
・
市
道
か
ら
の
雨
水

の
流
れ
込
み
に
よ
る
、
個

人
所
有
の
土
地
や
排
水
溝

な
ど
の
破
損
に
対
し
て
支

援
を
求
め
る
声
を
聴
く
が
、

空
き
家
対
策
の
よ
う
に
、

助
成
金
を
拠
出
し
業
者
へ

直
接
依
頼
で
き
る
よ
う
な

事
業
を
実
施
す
る
考
え
は

な
い
か

答　
個
人
名
義
の
土
地
で

あ
っ
て
も
、
水
路
や
道
路深川河川工事風景

㉄
　
第
２
期
計
画
で
運
行

ル
ー
ト
の
再
検
証
や
乗
り

継
ぎ
拠
点
の
整
備
に
取
り

組
む
と
の
こ
と
だ
が
、
以

前
私
は
一
般
質
問
に
お
い

て
「
古
賀
町
か
ら
塩
浜
、

第
二
中
学
校
方
面
へ
の
乗

り
入
れ
に
つ
い
て
、
路
線

の
見
直
し
は
で
き
な
い
の

か
」
と
た
だ
し
た
経
緯
が

あ
る
が
、
具
体
的
な
検
討

は
実
施
さ
れ
た
か

答　
現
在
、
み
な
く
る
バ

ス
の
運
行
実
施
主
体
で
あ

る
産
交
バ
ス
と
の
協
議
を

行
い
な
が
ら
、
古
賀
町
方

面
へ
の
乗
り
入
れ
や
新
規

バ
ス
停
の
設
置
等
運
行
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

等
公
益
性
の
高
い
施
設
に

対
し
て
は
、
市
が
費
用
を

負
担
し
て
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
工
事
用

材
料
等
の
支
給
も
行
っ
て

い
る
。

基
本
的
に
は
、
個
人
の

土
地
に
お
け
る
災
害
等
の

被
害
に
対
し
て
は
、
個
人

の
負
担
に
て
対
応
を
お
願

い
し
て
い
る
。
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藤本　寿子　議員

（無限21）

風
力
発
電
所
計
画
を
含
む

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

諸
問
題
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
に
つ
い
て

映
画
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ

Ａ
Ｔ
Ａ
」
に
つ
い
て

㉄
　
熊
本
県
知
事
あ
て
に

水
俣
・
芦
北
等
の
住
民
が
、

要
望
書
を
提
出
さ
れ
た
が
、

そ
の
内
容
を
把
握
し
て
い

る
か

㉄
　
こ
れ
ま
で
の
市
内
で

の
感
染
状
況
は

答　
総
数
74
名
、
20
歳
未

満
が
19
名
罹
患
さ
れ
た
。

㉄
　
学
童
ク
ラ
ブ
で
の
感

染
で
、
濃
厚
接
触
者
で
も

な
く
、
陰
性
の
児
童
の
受

け
入
れ
体
制
は

答　
保
護
者
か
ら
事
情
を

聞
い
た
上
で
、
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
等
で
対
応
し
て
い

る
。

㉄
　
コ
ロ
ナ
予
防
の
た
め
、

学
校
で
の
フ
ッ
化
物
洗
口

は
延
期
に
な
っ
て
い
た
が
、

今
後
は
実
施
予
定
か

答　
関
係
機
関
と
協
議
し

た
。
保
護
者
の
同
意
の
上
、

実
施
の
方
向
で
進
め
る
。

㉄
　
介
護
事
業
所
で
感
染

㉄
　
主
人
公
の
ユ
ー
ジ

ン
・
ス
ミ
ス
は
、
ど
の
よ

う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か

答　
写
真
集
を
通
じ
、
水

俣
病
を
世
界
に
伝
え
た
人

物
だ
と
承
知
し
て
い
る
。

㉄
　
主
演
の
ジ
ョ
ニ
ー
・

デ
ッ
プ
が
な
ぜ
こ
の
映
画

を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
の

か
を
知
っ
て
い
る
か

答　
水
俣
病
患
者
の
悲
劇
、

経
験
を
伝
え
る
責
任
が
あ

る
と
思
っ
た
、
と
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
語
っ
て
い
る
。

㉄
　
熊
本
県
が
映
画
を
後

援
し
た
理
由
は
何
か

答　
県
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
国
内
外
の
多
く
の

方
々
に
水
俣
病
の
歴
史
や

教
訓
を
学
ん
で
も
ら
い
、

土砂災害、水質悪化などを防止するため
再生可能エネルギー規制条例の制定を

が
あ
っ
た
場
合
の
人
員
確

保
は
考
え
て
い
る
か

答　
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
調
整
す
る
。

㉄
　
コ
ロ
ナ
陽
性
患
者
や

自
宅
待
機
者
へ
の
休
業
補

償
制
度
は

答　
健
康
保
険
等
へ
の
加

入
者
は
傷
病
手
当
金
の
制

度
が
あ
り
、
感
染
状
況
に

よ
っ
て
、
労
災
保
険
給
付

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

答　
土
砂
災
害
、
低
周
波

等
の
懸
念
が
あ
る
と
し
て
、

４
５
４
０
名
分
の
署
名
と

と
も
に
風
力
発
電
事
業
反

対
の
要
望
書
の
提
出
が

あ
っ
た
、
と
県
か
ら
情
報

提
供
が
あ
っ
た
。

㉄
　
風
力
発
電
機
一
基
の

取
得
価
格
が
３
億
円
、
耐

用
年
数
17
年
と
い
う
場
合
、

一
年
間
で
ど
れ
位
の
実
質

的
税
収
に
な
る
の
か

答　
試
算
に
よ
る
と
17
年

間
の
固
定
資
産
税
は
、
課

税
標
準
の
特
例
が
該
当
す

る
と
仮
定
し
た
場
合
、
１

年
目
は
約
２
９
０
万
円
。

課
税
標
準
額
の
減
価
に
よ

り
、
年
々
減
少
す
る
。

㉄
　
環
境
へ
の
影
響
は
水

俣
市
民
の
暮
ら
し
に
ま
で

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

少
な
く
と
も
山
間
地
に
は

「
作
ら
せ
な
い
」
等
明
記

住
民
の
方
々
の
努
力
で
環

境
を
取
り
戻
し
て
い
る
今

の
水
俣
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
等
の
回
答
が
あ
っ
た
。

㉄
　
水
俣
の
若
者
が
映
画

を
前
向
き
に
捉
え
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
動
き
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
市
は
ど
の
よ
う

に
思
う
か

答　
史
実
に
基
づ
い
て
水

俣
病
の
正
し
い
理
解
に
つ

な
が
れ
ば
と
思
う
。

㉄
　
水
俣
病
の
よ
う
な
こ

と
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
す
る
と
い
う
の
が

共
通
の
願
い
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
私
は
映
画
を
み

た
い
と
思
う
が
、
市
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
思
う
か

答　
二
度
と
繰
り
返
さ
な

い
と
の
思
い
を
、
水
俣
病

資
料
館
か
ら
積
極
的
に
情

報
発
信
し
て
い
る
。

㉄
　
水
俣
の
若
者
や
市
民

と
一
緒
に
、
ジ
ョ
ニ
ー
・

デ
ッ
プ
を
招
く
つ
も
り
は

な
い
か

答　
ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ッ
プ

が
来
た
ら
歓
迎
し
た
い
。

し
た
条
例
を
つ
く
る
べ
き

だ
と
思
う
が
ど
う
か

答　
合
法
的
事
業
の
実
施

を
拒
否
す
る
条
例
の
制
定

は
、
極
め
て
困
難
か
と
考

え
る
。
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平岡　朱　議員

（日本共産党）

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

へ
の
支
援
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

大
規
模
風
力
発
電

計
画
に
つ
い
て

誰
も
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
生
理
用
品

の
設
置
に
つ
い
て

㉄
　
18
歳
未
満
の
子
ど
も

が
家
族
の
介
護
や
き
ょ
う

だ
い
の
世
話
を
担
う
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
実

態
調
査
を
検
討
さ
れ
て
は

ど
う
か

答　
熊
本
県
が
「
学
校
に

お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

へ
の
対
応
に
関
す
る
実
態

調
査
」
等
を
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
調
査
結
果
を
参

考
に
し
た
い
。

㉄
　
国
の
調
査
で
は
、
ク

ラ
ス
に
１
〜
２
人
の
割
合

で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
い

る
と
い
う
計
算
で
、
そ
の

中
で
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と

自
覚
し
て
い
る
子
ど
も
は

２
％
に
止
ま
り
、
ヤ
ン
グ

㉄
　
計
画
中
の
事
業
は
、

事
業
者
に
よ
る
売
電
収
益

を
目
的
と
し
て
お
り
本
市

の
市
民
が
直
接
利
用
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
水
俣

市
環
境
基
本
計
画
と
の
整

合
性
が
取
れ
な
い
と
考
え

る
が
ど
う
か

答　
発
電
さ
れ
た
電
気
は

全
て
が
水
俣
市
で
直
接
利

用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
再
エ
ネ
由
来
の
電
気

と
し
て
活
用
さ
れ
整
合
性

は
取
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

㉄
　
森
林
開
発
を
伴
う
本

事
業
に
よ
る
災
害
発
生
の

可
能
性
を
市
民
は
大
変
心

配
し
て
い
る
。
防
災
対
策

の
観
点
か
ら
、
本
計
画
に

つ
い
て
市
と
し
て
も
っ
と

積
極
的
に
関
わ
り
厳
し
い

目
で
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か

答　
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

や
林
地
開
発
許
可
申
請
の

際
、
県
に
意
見
書
を
提
出

㉄
　「
ト
イ
レ
に
は
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
あ
る

よ
う
に
生
理
の
あ
る
女
性

が
当
た
り
前
に
生
理
用
品

を
手
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う

潜在的「ヤングケアラー」が
中学生の17人に１人
水俣でも実態調査を

ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
い

う
回
答
は
80
％
を
超
え
る
。

支
援
の
取
り
組
み
を
進
め

る
た
め
、
ま
ず
は
市
の
職

員
や
教
職
員
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
も
ら
え
な
い
か

答　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問

題
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

の
教
育
を
受
け
る
権
利
の

確
保
や
健
全
育
成
の
観
点

か
ら
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

市
民
全
体
に
広
く
認
識
さ

れ
る
よ
う
、
各
種
調
査
結

果
の
現
状
把
握
を
行
っ
た

上
で
、
周
知
・
広
報
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

し
て
い
る
。
ま
た
「
水
俣

市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
の
設
置
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基

づ
き
事
業
者
と
の
協
議
を

考
え
て
い
る
。

㉄
　
こ
の
計
画
に
つ
い
て

現
時
点
で
市
長
の
考
え
は

ど
う
か

答　
事
業
者
か
ら
住
民
に

し
っ
か
り
説
明
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

に
し
よ
う
」
と
世
界
的
な

動
き
が
起
き
て
い
る
。
内

閣
府
の
調
査
で
は
生
理
用

品
の
無
料
提
供
等
、
経
済

的
な
理
由
で
生
理
用
品
が

手
に
入
ら
な
い
「
生
理
の

貧
困
」
に
係
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
は

７
月
20
日
時
点
で
５
８
１

に
及
ぶ
。
本
市
で
も
入
手

が
困
難
な
方
に
無
料
配
布

を
行
う
考
え
は
な
い
か

答　
現
時
点
で
無
料
配
布

を
行
う
考
え
は
な
い
が
、

今
後
の
動
向
や
必
要
性
に

つ
い
て
は
注
視
し
て
い
き

た
い
。

㉄
　
国
の
地
域
女
性
活
躍

推
進
交
付
金
を
利
用
し
た

サ
ポ
ー
ト
を
行
え
な
い
か

答　
現
在
の
と
こ
ろ
行
う

予
定
は
な
い
。

㉄
　
急
な
生
理
に
困
っ
た

時
の
た
め
、
経
済
的
困
窮

者
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
公
共
施
設
の
ト
イ

レ
に
生
理
用
品
を
設
置
し

て
も
ら
え
な
い
か

答　
現
在
の
と
こ
ろ
設
置

す
る
予
定
は
な
い
。
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登
下
校
時
に
み
な
く
る
バ

ス
の
利
用
が
必
要
な
児
童

生
徒
の
状
況
改
善
及
び
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
有
効
利
用

に
つ
い
て

市
内
小
中
学
校
の
校
舎
等

設
備
の
改
修
・
修
繕
状
況

及
び
今
後
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
環
境
整
備
に
つ
い
て

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
つ
い
て

㉄
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、

児
童
生
徒
の
登
下
校
、
休

日
の
部
活
動
等
の
教
育
活

動
以
外
で
の
運
用
は
あ
る

か答　
児
童
生
徒
の
通
学
及

び
学
校
教
育
活
動
の
安
全

利
便
を
妨
げ
な
い
範
囲
で
、

越
小
場
線
、
桜
野
上
場
線
、

石
坂
川
線
の
３
路
線
と
臨

時
便
を
一
般
市
民
が
利
用

で
き
る
。

㉄
　
み
な
く
る
バ
ス
を
利

用
す
る
少
数
の
児
童
全
員

へ
の
無
料
化
を
検
討
で
き

な
い
か

㉄
　
各
校
舎
、
体
育
館
の

改
修
・
修
繕
が
必
要
な
箇

所
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か

答　
教
育
委
員
会
職
員
に

㉄
　
本
市
で
も
開
催
で
き

そ
う
な
種
目
の
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て
、

ロ
ー
カ
ル
大
会
か
ら
開
催

を
検
討
で
き
な
い
か

答　
各
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
競

杉迫　一樹　議員

（無限21）

パラスポーツ振興による
地域活性化を

答　
遠
距
離
通
学
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
適
当

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

み
な
く
る
バ
ス
の
児
童
へ

の
無
料
化
は
考
え
て
い
な

い
。

㉄
　
一
般
利
用
で
き
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
増
や
し
、

３
路
線
以
外
の
地
域
へ
の

一
般
利
用
化
は
で
き
な
い

の
か

答　
教
育
活
動
に
支
障
が

な
い
こ
と
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
路
線
上
で
公
共
交

通
機
関
等
が
な
い
地
域
の

運
行
等
の
条
件
が
あ
り
、

現
在
の
路
線
以
外
で
の
一

般
利
用
は
困
難
で
あ
る
。

よ
る
施
設
の
点
検
と
、
各

学
校
か
ら
の
要
望
を
元
に

現
地
調
査
及
び
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
状
況
を
把
握

し
て
い
る
。

㉄
　
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
学
校
施
設
で
早
急

な
改
善
が
必
要
な
箇
所
が

見
ら
れ
た
が
、
な
ぜ
今
も

修
繕
さ
れ
て
い
な
い
の
か

答　
児
童
生
徒
の
安
全
確

保
に
関
す
る
も
の
を
最
優

先
に
修
繕
を
行
っ
て
い
る

が
、
雨
漏
り
等
は
、
原
因

究
明
に
時
間
が
か
か
り
、

修
繕
費
用
も
高
額
と
な
る

こ
と
か
ら
、
今
後
計
画
的

に
実
施
し
て
い
く
。

㉄
　
児
童
生
徒
が
よ
く
使

う
手
洗
い
場
の
水
栓
全
て

を
自
動
水
栓
化
も
し
く
は

レ
バ
ー
式
へ
の
変
更
は
で

き
な
い
か

答　
状
況
に
応
じ
て
検
討

す
る
。

㉄
　
エ
ア
コ
ン
未
設
置
の

通
常
教
室
へ
の
今
後
の
設

置
予
定
は
あ
る
か

答　
学
級
編
制
基
準
の
変

更
等
に
よ
り
、
ク
ラ
ス
数

が
増
加
す
る
見
込
み
と
な

る
場
合
に
は
、
設
置
の
必

要
性
を
検
討
す
る
。

㉄
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境

整
備
が
不
十
分
な
学
校
が

多
い
が
、
今
後
の
改
修
に

つ
い
て
計
画
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
あ
る
か

答　
多
目
的
ト
イ
レ
は
、

今
年
度
で
全
て
の
小
中
学

校
へ
の
整
備
が
完
了
予
定

で
あ
り
、
今
後
は
、
外
壁

改
修
の
他
、
段
差
解
消
等

の
整
備
も
行
っ
て
い
く
。

技
が
想
定
さ
れ
る
エ
コ

パ
ー
ク
み
な
ま
た
や
湯
の

児
海
水
浴
場
、
水
俣
川
河

口
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

さ
れ
て
い
る
所
と
さ
れ
て

い
な
い
所
が
あ
る
た
め
、

現
時
点
で
の
開
催
は
難
し

い
。

㉄
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
ス
リ
ー

ト
を
招
待
し
た
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
計
画
で
き
な
い

か答　
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

に
よ
る
基
調
講
演
を
計
画

中
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
ス

リ
ー
ト
の
招
待
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
日
本
体
育
大

学
等
と
調
整
を
行
っ
て
い

る
。
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高岡　朱美　議員

（日本共産党）

コ
ロ
ナ
第
５
波
か

ら
命
を
守
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

交
通
指
導
員
に

つ
い
て

温
暖
化
を
生
き

抜
く
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て

㉄
　
感
染
力
の
強
い
デ
ル

タ
株
が
急
拡
大
し
て
い
る
。

64
歳
以
下
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
と
終
了
時
期
は

答　
１
回
目
73
％
、
２
回

目
55
％
で
あ
る
。
国
か
ら

の
供
給
量
や
時
期
が
明
確

に
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

時
期
は
明
言
で
き
な
い
。

㉄
　
容
体
が
急
変
す
る
怖

さ
が
あ
り
、
症
状
が
あ
れ

ば
即
入
院
が
望
ま
れ
る
。

医
療
セ
ン
タ
ー
の
受
け
入

れ
を
増
や
せ
な
い
か

答　
一
般
入
院
患
者
９
人

を
医
師
会
傘
下
の
病
院
で

受
け
入
れ
て
も
ら
い
、
病

床
を
増
や
し
た
。
県
全
体

で
１
２
６
床
増
に
な
っ
た
。

㉄
　
交
通
指
導
員
の
身
分
、

待
遇
、
必
要
確
保
数
、
実

㉄
　
日
本
及
び
熊
本
県
の

食
料
自
給
率
は

答　
令
和
２
年
度
は
そ
れ

ぞ
れ
37
％
と
67
％
で
あ
る
。

㉄
　
食
料
の
７
割
を
海
外

に
依
存
し
て
い
る
状
況
は
、

環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
は

飢
餓
に
見
舞
わ
れ
る
レ
ベ

ル
で
は
な
い
か
。

千
葉
県
い
す
み
市
は
学

校
給
食
の
米
を
１
０
０
％

有
機
米
に
、
さ
ら
に
野
菜

の
多
品
目
化
に
挑
戦
し
て

い
る
。
子
ど
も
の
健
康
増

進
、
環
境
保
全
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
、
農
家
の
所
得
向
上
、

移
住
定
住
促
進
に
つ
な
が

る
一
石
五
鳥
の
事
業
だ
。

成
功
の
秘
訣
は
「
給
食
」

と
い
う
安
定
し
た
販
路
を

確
保
し
た
こ
と
に
あ
る
。

水
俣
で
も
給
食
に
使
用
す

る
こ
と
を
目
指
し
、
研
究

し
て
み
た
ら
ど
う
か

答　
現
在
取
り
組
ま
れ
て

自宅療養者を出さない
医療体制の構築を

こ
れ
以
上
増
や
す
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

㉄
　
市
民
に
感
染
防
止
の

努
力
を
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
が
、
県
全
体
で

１
２
６
床
は
少
な
い
の
で

は
な
い
か
。
災
害
級
に

な
っ
た
と
き
打
つ
手
は
あ

る
か

答　
医
療
体
制
整
備
は
市

単
独
で
図
れ
な
い
。
機
会

あ
る
ご
と
に
県
、
国
に
働

き
か
け
た
い
。

㉄
　
自
宅
療
養
者
へ
の
ケ

ア
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　
水
俣
保
健
所
が
一
日

２
回
の
健
康
観
察
及
び
食

料
配
布
を
行
う
。

㉄
　
日
用
品
な
ど
不
足
分

を
届
け
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
。
本
市
で
も
取
り
組

め
な
い
か

答　
保
健
所
が
対
応
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

際
の
人
数
、
補
充
方
法
は

答　
身
分
は
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
、
月
１
万
円
の

手
当
ほ
か
制
服
貸
与
、
傷

害
保
険
の
加
入
が
あ
る
。

定
員
は
な
く
、
必
要
確
保

数
は
な
い
。
地
域
の
実
情

を
考
え
現
在
６
人
を
配
置

し
て
い
る
。

㉄
　
制
服
を
着
用
し
て
毎

朝
１
時
間
行
う
立り
っ

哨
し
ょ
う

活

動
は
、
生
半
可
な
仕
事
で

は
な
い
。
退
任
者
が
出
て

も
補
充
さ
れ
ず
、
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
待
遇
が

著
し
く
奉
仕
的
で
、
時
代

に
合
っ
て
い
な
い
。
現
場

か
ら
人
員
不
足
を
危
惧
す

る
声
が
上
が
っ
て
い
る
が

答　
指
導
員
育
成
も
含
め

方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

い
る
環
境
保
全
型
農
業
の

取
り
組
み
面
積
を
拡
大
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く

と
と
も
に
、
給
食
セ
ン

タ
ー
へ
の
出
荷
に
つ
い
て

は
随
時
紹
介
し
て
い
き
た

い
。

㉄
　
現
状
維
持
の
姿
勢
と

受
け
取
っ
た
。
市
長
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
称
号
を
取
得
し

た
が
推
進
策
を
示
し
て
い

な
い
。
何
か
戦
略
は
あ
る

か答　
地
球
温
暖
化
問
題
は
、

本
市
だ
け
の
努
力
で
解
決

で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、

目
標
を
上
乗
せ
で
き
る
よ

う
各
部
署
の
施
策
を
検
討

し
た
い
。

12

No.89



安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
生

活
基
盤
づ
く
り

に
つ
い
て

い
じ
め
問
題
に

つ
い
て

㉄
　
み
な
く
る
バ
ス
の
路

線
を
、
全
路
線
市
中
心
部

へ
の
放
射
線
状
に
見
直
し

が
で
き
な
い
か

答　
重
複
路
線
や
利
用
者

へ
の
利
便
性
等
を
見
極
め

な
が
ら
、
慎
重
に
検
討
を

行
う
。

㉄
　
無
償
化
の
地
域
間
の

不
平
等
は
解
消
で
き
る
か
。

ま
た
、
身
分
証
明
は
発
行

時
だ
け
に
で
き
な
い
か

答　
実
態
を
把
握
し
必
要

な
見
直
し
を
検
討
す
る
。

身
分
証
提
示
は
、
制
度

の
適
正
な
運
営
を
図
る
た

め
必
要
と
判
断
し
て
い
る
。

㉄
　
い
じ
め
加
害
者
の
表

面
的
な
反
省
を
信
じ
、
底

に
あ
る
問
題
点
を
見
逃
し

て
い
な
い
か

答　
想
定
さ
れ
る
事
を
念

頭
に
置
き
、
指
導
や
ケ
ア

を
行
う
。

㉄
　
Ｓ
Ｃ
（
※
１
）
や
Ｓ

Ｓ
Ｗ
（
※
２
）
の
権
限
は

ど
こ
ま
で
あ
る
か

答　
専
門
的
な
立
場
か
ら

関
わ
る
両
者
は
、
対
象
児

童
生
徒
以
外
の
関
係
者
や

保
護
者
へ
の
ケ
ア
も
で
き

る
。
方
針
や
体
制
づ
く
り

の
提
案
や
助
言
、
教
職
員

向
け
研
修
も
可
能
で
あ
る
。

木戸　理江　議員

（真志会）

山間地における数ある問題点と
若者・子ども達の暮らし等の解決を

㉄
　
75
歳
以
上
と
免
許
返

納
者
の
条
件
が
当
て
は
ま

る
人
は
無
料
回
数
券
の
特

典
を
ダ
ブ
ル
で
貰
え
る
の

か答　
可
能
だ
が
、
た
だ
し

そ
れ
ぞ
れ
申
請
手
続
き
が

必
要
で
あ
る
。

㉄
　
犯
罪
や
事
故
の
抑
止

力
強
化
の
た
め
に
、
防
犯

カ
メ
ラ
増
設
や
設
置
助
成

は
で
き
な
い
か

答　
他
市
町
村
の
導
入
事

例
と
助
成
事
業
を
調
査
し

有
効
性
を
見
極
め
る
。

鳥
獣
被
害
と
そ
の

対
策
に
つ
い
て

㉄
　
生
産
者
や
猟
友
会
へ

の
補
助
拡
大
は
で
き
な
い

か答　

資
材
費
の
補
助
は

行
っ
て
お
り
、猟
友
会
等
へ

の
意
見
聴
取
も
丁
寧
に
し

必
要
性
を
見
極
め
て
い
く
。

㉄
　
ハ
ン
タ
ー
育
成
や
捕

獲
率
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

行
政
が
で
き
る
こ
と
は
何

か

答　
高
校
生
や
市
職
員
も

狩
猟
免
許
を
取
得
し
、
市

に
対
応
依
頼
が
あ
っ
た
際

に
は
活
動
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
る
。

㉄
　
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
や
ジ

ビ
エ
産
業
に
は
取
り
組
ま

な
い
か

答　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
カ
メ
ラ
や
ド

ロ
ー
ン
活
用
を
実
施
す
る

計
画
で
、
ジ
ビ
エ
産
業
企

業
の
視
察
も
行
っ
た
。
本

市
で
は
厳
し
い
状
況
だ
が

永
続
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
は
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
光
回

線
の
整
備
に
つ
い
て

㉄
　
整
備
の
状
況
と
効
果

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

答　
令
和
３
年
度
中
に
工

事
を
完
了
予
定
。
小
中
学

校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

活
用
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
等
関
連
企
業
の
山

間
部
へ
の
立
地
が
可
能
と

な
る
。

㉄
　
遠
隔
医
療
も
期
待
で

き
る
が
ど
う
か

答　
Ａ
Ｍ
Ｉ
株
式
会
社
と

と
も
に
介
護
事
業
所
や
在

宅
療
養
者
等
と
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
に
よ
る
実
証
モ
デ

ル
の
よ
り
良
い
構
築
を
進

め
て
い
く
。

若
者
や
子
ど
も
達
の

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
環

境
整
備
に
つ
い
て

㉄
　
水
天
荘
の
駐
車
場
・

中
尾
山
・
産
業
団
地
内
等

を
ス
ケ
ボ
ー
パ
ー
ク
と
し

て
開
放
で
き
な
い
か

答　
既
存
公
園
等
の
一
部

を
専
用
施
設
と
し
て
整
備

す
る
等
、
実
際
の
利
用
者

等
と
意
見
交
換
し
て
方
策

を
判
断
し
て
い
き
た
い
。

※
１　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

※
２　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
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市議会ホームページから議会の動画や会議録をご覧いただけます！

Ｑ．市議会の様子を見てみたいけど？
Ａ．当日の中継や過去の議会も見られます！

Ｑ．質問や答弁の内容を調べたいんだけど？
Ａ．質問や答弁のキーワードで検索できます！

水俣市議会ホームページから
「議会インターネット中継」

をクリック！

水俣市議会ホームページから
「水俣市議会会議録検索」

をクリック！

インターネット中継、会議録検索で不明な点は市議会事務局（TEL61－1661）までお問い合わせください

水俣市  議会 検索

９
月
30
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
係
る
制
限
措
置
が
全
面
解

除
と
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
マ

ス
ク
着
用
等
の
新
た
な
生
活
様
式
の

実
践
に
よ
り
、
日
常
生
活
と
感
染
拡

大
防
止
の
両
立
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

10
月
10
日
、
東
京
２
０
２
０
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳
メ
ダ
リ
ス
ト
の
富

田
宇
宙
選
手
の
講
演
会
が
あ
り
ま
し

た
。
高
校
生
の
時
に
視
力
を
失
っ
て

い
く
事
実
に
直
面
、
そ
の
後
大
学
進

学
と
一
般
企
業
へ
の
就
職
を
果
た
す

も
、
健
常
者
と
勝
負
す
る
生
活
に
見

切
り
を
つ
け
、
自
ら
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

の
世
界
へ
飛
び
込
ん
だ
経
験
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
に
は

想
像
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
全
盲

と
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
境
地
を
伝
え

る
言
葉
に
は
、
改
め
て
私
た
ち
自
身

が
人
生
を
見
つ
め
直
す
尊
さ
も
込
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
の
言
葉
は
、

障
が
い
の
有
無
に
関
係
な
く
、
努
力

す
る
す
べ
て
の
人
の
崇
高
さ
を
教
え

て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

『
失
っ
た
も
の
を
数
え
る
な
。
残

さ
れ
た
も
の
を
最
大
限
に
生
か
せ
』

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
グ
ッ
ド
マ
ン
博
士

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

委

員

長
　
小
路
　
貴
紀

副
委
員
長
　
松
本
　
和
幸

委

員
　
岩
阪
　
雅
文

〃

　
桑
原
　
一
知

〃

　
杉
迫
　
一
樹

〃

　
平
岡
　
　
朱

〃

　
牧
下
　
恭
之

事
務
局
職
員
　
藤
澤
　
亜
未

８月５日　議会運営委員会・各派代表者会議

18日　各派代表者会議

19日　議会運営委員会・庁舎建替等対策特別

委員会

24日　各派代表者会議

26日　令和３年第４回水俣市議会定例会開会

議会運営委員会

９月７日　一般質問

議会運営委員会・各派代表者会議

８日　一般質問

９日　一般質問

議会運営委員会

10日　各常任委員会

16日　令和３年第４回水俣市議会定例会閉会

議会運営委員会

９月22日　議会だより編集委員会

30日　「交通事故死ゼロを目指す日」キャン

ペーン

10月１日　水俣芦北広域行政事務組合議会定例会

議会だより編集委員会

５日　厚生文教委員会（令和２年度病院事業

会計、国民健康保険事業、後期高齢者

医療及び介護保険特別会計の決算審査）

７日　議会だより編集委員会

12日　議会だより編集委員会

14日　総務産業委員会（令和２年度水道事業

会計及び公共下水道事業会計の決算審

査）

18日　一般会計決算特別委員会（令和２年度

一般会計の決算審査）（～20日）

（令和３年８月１日～10月31日）

議 会 の 主 な 動 き議 会 の 主 な 動 き
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